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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動演出を行う可動演出装置を備えた遊技機において、
　前記可動演出装置は、
　所定の高低差で延在するガイド部と、
　遊技機構成部材をなす固定部材に対し、前記ガイド部に沿って下方へ相対移動可能に構
成された可動体と、
　前記可動体に設けられた第１係合手段と、
　前記第１係合手段に係脱自在に係合し、該第１係合手段との係合下において前記可動体
の自重による下方移動を規制する第２係合手段と、
　前記第１係合手段および第２係合手段を係合状態から係合解除状態に切り替える切替手
段と、
　前記可動体または固定部材の何れか一方に設けられた当接手段と、
　前記可動体または固定部材の何れか他方に設けられ、前記当接手段と弾力的に当接する
衝撃吸収手段とを備え、
　前記第１係合手段および第２係合手段の係合が解除された際に、前記可動体が自重によ
り前記ガイド部に沿って下方移動すると共に、前記当接手段が前記衝撃吸収手段に当接す
ることで可動体が停止するよう構成され、
　前記可動体は、ベース体と、該ベース体の前側に設けられた装飾部とを備え、前記当接
手段または前記衝撃吸収手段がベース体に設けられる
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ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記ガイド部は、
　左右方向に離間するよう配設され、上下に延在する一対の第１ガイドと、
　前記各第１ガイドに対応して前記可動体に設けられ、第１ガイドに沿って移動する第２
ガイドとを備え、
　前記当接手段または衝撃吸収手段は、前記可動体における左右の両端部側に夫々設けら
れている請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記ベース体は、金属板を折曲して形成されると共に、前記衝撃吸収部材に対向する下
端部に前記当接手段としての受け部が折曲形成され、
　前記第１係合手段および第２係合手段の係合解除に伴い前記可動体が下方移動した際に
、前記衝撃吸収部材が受け部に当接するよう構成された請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、可動演出を行う可動演出装置を備えた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に枠状の装飾部材が配設されて、遊技盤の裏側に配設された液晶式やド
ラム式等の図柄表示装置の表示部を装飾部材の窓口の後側に臨ませ、この図柄表示装置で
図柄組み合わせゲームやリーチ演出等の遊技演出を行うよう構成されている。また、パチ
ンコ機では、所要の動作を行う可動体を備えた可動演出装置を配設し、該可動体を図柄表
示装置で行なわれる遊技演出に合わせて動作させることにより、視覚的な演出効果を向上
させて遊技の興趣を高めている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に示す可動演出装置では、上下方向に離間して配設されたローラに
無端ベルトが巻き掛けられ、該無端ベルトに可動体(フィギュア)を支持したベース部材が
固定されている。そして、モータにより一方のローラを回転させ、無端ベルトと共にベー
ス部材を移動させることで、可動体を上方の第１位置から下方の第２位置まで移動させる
ようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－８２４５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１の可動演出装置では、モータの駆動力により可動体を移動させる
構成であるため、可動体を素早く移動させるためには、大掛かりな増速機構が必要となり
、モータの出力も大きくする必要がある。その結果、可動演出装置の構造が複雑となり、
モータ自体のコストも大きくなることから、可動演出装置全体の製品コストが嵩んでしま
う問題があった。また、特許文献１の可動体は、第１位置から第２位置へ一定速度で移動
するものであり、可動体の動きが単調となってインパクトのある可動演出を期待し得ない
難点がある。
【０００６】
　なお、特許文献１の可動演出装置において、可動体の移動速度を大きくした場合には、
可動体を停止させる際にモータやベース部材に掛かる負荷が大きくなり、これらの部材が
破損し易くなる虞がある。



(3) JP 5756040 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

【０００７】
　すなわち、本発明は、従来技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、可動体が自重によって素早く移動するようにし
て、インパクトのある可動演出を実行し得ると共に、可動体を停止させる際の衝撃を緩和
し得る遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決し、所期の目的を達成するため、本発明に係る遊技機は、
　可動演出を行う可動演出装置(40)を備えた遊技機において、
　前記可動演出装置(40)は、
　所定の高低差で延在するガイド部(41,42)と、
　遊技機構成部材をなす固定部材(30)に対し、前記ガイド部(41,42)に沿って下方へ相対
移動可能に構成された可動体(50)と、
　前記可動体(50)に設けられた第１係合手段(105)と、
　前記第１係合手段(105)に係脱自在に係合し、該第１係合手段(105)との係合下において
前記可動体(50)の自重による下方移動を規制する第２係合手段(123)と、
　前記第１係合手段(105)および第２係合手段(123)を係合状態から係合解除状態に切り替
える切替手段(121)と、
　前記可動体(50)または固定部材(30)の何れか一方に設けられた当接手段(58)と、
　前記可動体(50)または固定部材(30)の何れか他方に設けられ、前記当接手段(58)と弾力
的に当接する衝撃吸収手段(35)とを備え、
　前記第１係合手段(105)および第２係合手段(123)の係合が解除された際に、前記可動体
(50)が自重により前記ガイド部(41,42)に沿って下方移動すると共に、前記当接手段(58)
が前記衝撃吸収手段(35)に当接することで可動体(50)が停止するよう構成され、
　前記可動体(50)は、ベース体(51)と、該ベース体(51)の前側に設けられた装飾部(60)と
を備え、前記当接手段(58)または前記衝撃吸収手段(35)がベース体(51)に設けられること
を要旨とする。
【０００９】
　請求項１の発明によれば、第１係合手段および第２係合手段の係合が解除された際に、
可動体が自重により移動するようにしたから、可動体が素早く移動するインパクトのある
可動演出を行うことができる。しかも、可動体が自重で移動する構成とすることで、該可
動体を素早く移動させるための駆動機構を必要とせず、可動演出装置の製品コストを抑制
することができる。また、可動体が移動する際にガイド部で案内されるから、可動体をス
ムーズに移動させることができる。そして、衝撃吸収手段が当接手段に当接して可動体を
停止させるから、可動体を停止する際の衝撃が衝撃吸収手段により緩和されて、可動体や
固定部材が破損するのを抑制することが可能となる。また、衝撃吸収手段または当接手段
をベース体に設けたから、可動体を停止する際の衝撃が装飾部に掛かるのを防止して、該
装飾部が破損するのを抑制し得る。
【００１０】
　請求項２に係る遊技機では、
　前記ガイド部(41,42)は、
　左右方向に離間するよう配設され、上下に延在する一対の第１ガイド(43)と、
　前記各第１ガイド(43)に対応して前記可動体(50)に設けられ、第１ガイド(43)に沿って
移動する第２ガイド(45)とを備え、
　前記当接手段(58)または衝撃吸収手段(35)は、前記可動体(50)における左右の両端部側
に夫々設けられていることを要旨とする。
　請求項２の発明では、可動体は、左右方向に離間する一対の第１ガイドと、各第１ガイ
ドに対応する第２ガイドとで案内されるから、可動体を安定的に下方移動することができ
る。また、可動体の左右両端部に衝撃吸収手段または当接手段を設けたので、可動体を平
行姿勢のまま確実に停止させることができる。
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【００１２】
　請求項３に係る遊技機では、
　前記ベース体(51)は、金属板を折曲して形成されると共に、前記衝撃吸収部材(35)に対
向する下端部に前記当接手段としての受け部(58)が折曲形成され、
　前記第１係合手段(105)および第２係合手段(123)の係合解除に伴い前記可動体(50)が下
方移動した際に、前記衝撃吸収部材(35)が受け部(58)に当接するよう構成されたことを要
旨とする。
　請求項３に係る発明では、ベース体の下端部に当接手段としての受け部を折曲形成した
ので、受け部の強度が向上されて、衝撃吸収手段と当接した際の衝撃により該受け部が変
形したり破損したりするのを抑制し得る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る遊技機によれば、可動体が自重により素早く移動することができ、インパ
クトのある可動演出を行うことができると共に、可動体を停止させる際の衝撃を緩和し得
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機の正面図であって、第１可動体が第１位置にあ
る状態を示す。
【図２】実施例に係る遊技盤を示す正面図であって、第１可動体が第２位置にある状態を
示す。
【図３】実施例に係る設置部材を示す斜視図であって、第１可動体が第１位置にある状態
を示す。
【図４】実施例に係る設置部材に可動演出装置を設置した状態を示す正面図であって、駆
動ユニットの前ケース体を省略して示す。
【図５】実施例に係る設置部材を背面から見た要部拡大斜視図であって、(a)はダンパ設
置部からダンパ部材を分離した状態を示し、(b)はダンパ設置部にダンパ部材を設置した
状態を示す。
【図６】実施例に係る可動演出装置およびダンパ部材を駆動ユニットの設置ケースを省略
して示す斜視図であって、(a)は第１可動体が第１位置にある状態を示し、(b)は第１可動
体が第２位置にある状態を示す。
【図７】実施例に係る可動演出装置におけるベース体と左右のガイド部の関係を示す概略
図である。
【図８】実施例に係る可動演出装置を左ガイド部の配設位置で横断した状態を示す要部断
面図である。
【図９】実施例に係る第１可動体を示す分解斜視図である。
【図１０】実施例に係る可動演出装置の要部を示す平面図である。
【図１１】実施例に係る左支持部材を示す分解斜視図である。
【図１２】実施例に係る第１可動体の右端部側を示す要部拡大斜視図である。
【図１３】実施例に係る第１可動体の右端部側で縦断した要部断面図である。
【図１４】(a)は実施例に係る駆動ユニット正面図であり、(b)は左側面図である。
【図１５】実施例に係る駆動ユニットの分解斜視図である。
【図１６】(a)は第１可動体が第１位置にある状態での回転ギア部材を示す正面図であり
、(b)は(a)の状態での右側面図であり、(c)は(a)の状態での底面図である。
【図１７】実施例に係る第１可動体が第１位置にある状態でのラック部、回転ギア部材お
よびストッパの関係を、円弧状部の連繋ギア部を省略して示す概略図である。
【図１８】実施例に係る第１可動体を第１位置から下方移動させた状態でのラック部、回
転ギア部材およびストッパの関係を、円弧状部の連繋ギア部を省略して示す概略図である
。
【図１９】実施例に係るラック部と回転ギア部材の作動ギア部との係合が解除される状態
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を、円弧状部の連繋ギア部を省略して示す概略図である。
【図２０】実施例に係るラック部と回転ギア部材の作動ギア部との係合が解除されて落下
した第１可動体が第２位置にある状態を、円弧状部の連繋ギア部を省略して示す概略図で
ある。
【図２１】実施例に係る第１可動体が第２位置にある状態において、ラック部の係合突部
に対して回転ギア部材の係止部が下方から当接した状態を、円弧状部の連繋ギア部を省略
して示す概略図である。
【図２２】変更例に係る第２可動体のギア部と噛合する第２のラック部を設けた状態を示
す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチ
ンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「
右」とは、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１６】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、前後に開口する矩形枠状に形成さ
れて遊技店の図示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、
後述する遊技盤２０(図１または２参照)を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が
開閉および着脱可能に組み付けられて、該遊技盤２０の裏側に、各種図柄を変動表示可能
な図柄表示装置１８が着脱可能に配設されている。また、前記中枠１２の前面側には、前
記遊技盤２０を透視保護するガラス板等の透視保護体(図示せず)を備えた装飾枠としての
前枠１３が開閉可能に組み付けられると共に、該前枠１３の下方にパチンコ球を貯留する
下球受け皿１５が開閉可能に組み付けられる。なお、実施例では、前記前枠１３の下部位
置に、パチンコ球を貯留する上球受け皿１４が一体的に組み付けられており、前枠１３の
開閉に合わせて上球受け皿１４も一体的に開閉するよう構成される。また、前記中枠１２
の右下方位置には、該中枠１２に配設された打球発射装置(図示せず)を作動する操作ハン
ドル１６が設けられており、該操作ハンドル１６の操作により打球発射装置が作動するこ
とで、前記上球受け皿１４に貯留されたパチンコ球が前記遊技盤２０に向けて発射される
ようになっている。なお、実施例では、前記図柄表示装置１８として、各種図柄を表示可
能な液晶パネルを収容ケースに収容した液晶表示装置が採用されるが、これに限られるも
のではなく、ドラム式の表示装置やドットマトリックス式の表示装置、７セグメントディ
スプレイ、その他の各種図柄を停止および変動表示可能な表示装置を採用し得る。また、
前記上球受け皿１４は、前記前枠１３と別体に形成して中枠１２に対して開閉可能に組み
付けるようにしてもよく、また上下の球受け皿の一方を省略して１つの球受け皿のみ設け
る構成であってもよい。
【００１７】
(遊技盤２０について)
　前記遊技盤２０は、図２に示すように、所定板厚の略矩形状に形成されたアクリルやポ
リカーボネート等の透明な合成樹脂材で形成された透明板であって、該遊技盤２０の表面
に、略円形状に湾曲した案内レール２１が設けられて、該案内レール２１によりパチンコ
球が流下可能な遊技領域２０ａが画成され、前記打球発射装置から発射されたパチンコ球
が遊技領域２０ａ内に打ち出されるようになっている。また遊技盤２０には、前後に貫通
する装着口(図示せず)が前記遊技領域２０ａ内に複数開設されて、各装着口に対して各種
部品が前側から取り付けられると共に、遊技領域２０ａの最下部位置には、該遊技領域２
０ａに打ち出されたパチンコ球を排出するアウト口２２が開設されている。また、前記遊
技盤２０には、前記遊技領域２０ａ内に多数の遊技釘が植設されており、遊技領域２０ａ
を流下するパチンコ球が遊技釘に接触することでパチンコ球の流下方向を不規則に変化さ
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せたり、パチンコ球を一定方向に誘導するようになっている。なお、前記装着口の形成数
や大きさは、遊技盤２０に対して取り付けられる各種部品の個数や配設位置等に応じて適
宜決定される。
【００１８】
　ここで、前記遊技盤２０には、前記遊技領域２０ａの略中央に、前後に開口する表示窓
口２５ａが形成された枠状装飾体２５(図２参照)が取り付けられており、該枠状装飾体２
５の表示窓口２５ａを介して図柄表示装置１８の表示部１８ａが遊技盤２０の前面側に臨
むよう構成されている。前記枠状装飾体２５は、前記装着口に沿って延在する環状に形成
されると共に、上縁部から左右両側縁部に亘り、遊技盤２０の前面より前方に突出する庇
状部２６が連続的に設けられており、前記遊技領域２０ａに打ち出されたパチンコ球を庇
状部２６に沿って枠状装飾体２５の左右側部へ案内することで、該パチンコ球が表示窓口
２５ａを横切って流下するのを規制している。なお、枠状装飾体２５には、前記表示窓口
２５ａの開口下縁側にステージ２７が配設されると共に、該表示窓口２５ａの左側部に、
遊技領域２０ａに開口して該遊技領域２０ａを流下するパチンコ球を取込んでステージ２
７に案内する球導入部２７ａが設けられている。
【００１９】
　また、前記遊技盤２０には、図２に示すように、遊技領域２０ａを流下するパチンコ球
が入賞可能な始動入賞装置２３や特別入賞装置２４が取り付けられている。そして、前記
始動入賞装置２３の入賞口にパチンコ球が入賞することで、前記図柄表示装置１８に図柄
を変動表示する図柄変動演出が展開され、該図柄変動演出の結果、図柄表示装置１８に所
定の図柄組み合わせ(例えば同一図柄の３つ揃い等)で図柄が確定的に停止表示されると、
所謂大当りが発生して前記特別入賞装置２４が開放し、遊技者が多数の賞球を獲得可能な
機会が与えられるようになっている。実施例では、前記遊技盤２０において、枠状装飾体
２５の下方位置(左右中央の下方位置)に前記始動入賞装置２３が配設され、枠状装飾体２
５の右下方位置に前記特別入賞装置２４が配設されている。すなわち、実施例のパチンコ
機１０は、大当りの発生時に枠状装飾体２５の右側の遊技領域２０ａをパチンコ球が流下
するように操作ハンドル１６を操作するようになっている。
【００２０】
(設置部材３０について)
　また、前記遊技盤２０の裏面には、前記図柄表示装置１８が取り付けられる設置部材３
０(図３または図４参照)が設けられている。前記設置部材３０は、略矩形状に形成されて
前記遊技盤２０に対向する対向面部３０ａと、該対向面部３０ａの外周縁部から前方へ延
出する外周壁部３０ｂとから前方へ開口する箱状に形成されて、外周壁部３０ｂの前端部
を遊技盤２０の裏側に当接させた状態で固定されている。そして、前記設置部材３０には
、前記対向面部３０ａの裏側に前記図柄表示装置１８が着脱可能に取り付けられると共に
、該対向面部３０ａにおける前記枠状装飾体２５の表示窓口２５ａと前後に並んだ位置に
、前後に開口する表示開口部３０ｃ(図２参照)が開設されており、該設置部材３０の表示
開口部３０ｃに臨ませた図柄表示装置１８の表示部１８ａが枠状装飾体２５の表示窓口２
５ａを介して遊技盤２０の前側から視認し得るようになっている。また、前記設置部材３
０における対向面部３０ａの前面側(すなわち、遊技盤２０と設置部材３０により画成さ
れる設置空間３１内)には、前記表示開口部３０ｃを囲繞するように各種の装飾部材や発
光装置、可動演出装置４０が配設されており、前記遊技盤２０の盤面を透視して前面から
視認し得るよう構成されている。すなわち、前記設置部材３０は、図柄表示装置１８や可
動演出装置３５等のパチンコ機１０の遊技演出に関わる各種演出装置の設置手段として機
能している。また、前記対向面部３０ａにおける表示開口部３０ｃの右側部位には、前方
に突出する固定ボス(図示せず)が複数形成されており、該固定ボスに可動演出装置３５の
駆動ユニット１１０(後述)を固定するようになっている。
【００２１】
　図４または図５に示すように、前記設置部材３０の対向面部３０ａには、後述するダン
パ部材(衝撃吸収部材)３５を設置するダンパ設置部３２が、前記表示開口部３０ｃを挟む
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ように左右に離間して一対形成されている。各ダンパ設置部３２は、前記対向面部３０ａ
の後面側に後方へ開口する凹状に形成されると共に、前記設置空間３１内で上方へ開口す
るよう形成されて、該ダンパ設置部３２の後方開口を介してダンパ部材３５が収容設置さ
れるようになっている。前記ダンパ設置部３２に収容されたダンパ部材３５は、該ダンパ
設置部３２の後方開口部を閉塞する蓋部材３２ａにより所定位置に保持されるようになっ
ている。
【００２２】
(ダンパ部材３５について)
　図５に示すように、前記ダンパ部材３５は、筒状体３６と、該筒状体３６に対して上下
(筒状体３６の軸方向)に進退するロッド３７と、該ロッド３７の突出端部に設けられた支
持ヘッド３８とを備えた伸縮型のダンパ部材３５である。なお、ダンパ部材３５としては
、筒状体３６の内部にガスを充填したガスシリンダおよびオイルを充填したオイルシリン
ダの何れのタイプであってもよい。前記ダンパ部材３５は、前記ダンパ設置部３２に設置
した状態で、前記ロッド３７が伸張して支持ヘッド３８がダンパ設置部３２の上部開口か
ら設置部材３０の設置空間３１に突出するようになっている。すなわち、前記設置空間３
１に配設された第１可動体５０(後述)が落下移動した際に前記ダンパ部材３５の支持ヘッ
ド３８に当接し得るよう構成されており、第１可動体５０をダンパ部材３５の緩衝作用下
で停止させるよう構成される。なお、後述する第２位置は、前記支持ヘッド３８が下方位
置に位置して第１可動体５０が完全に停止した位置を指している。
【００２３】
(可動演出装置４０について)
　次に、実施例に係るパチンコ機１０の可動演出装置４０につき説明する。図６に示すよ
うに、前記可動演出装置４０は、駆動手段としての第１駆動モータ１１５と、上下に延在
するガイド部４１,４２と、該ガイド部４１,４２に支持されて、当該ガイド部４１,４２
に沿って第１位置および第２位置の間を上下移動可能な第１可動体５０と、第１駆動モー
タ(駆動手段)１１５および第１可動体５０を連繋接続し、当該第１可動体５０をガイド部
４１,４２に沿って移動させる駆動機構１０５,１１０とを基本的に備えている。ここで、
実施例の駆動機構１０５,１１０は、前記設置部材３０に配設され、駆動手段としての第
１駆動モータ１１５を有する駆動ユニット１１０と、前記第１可動体５０に設けられて駆
動ユニット１１０の回転ギア部材(回転部材)１２１に連繋接続するラック部１０５とを備
えており、第１駆動モータ１１５の駆動に伴い駆動ユニット１１０が作動することで、第
１可動体５０が上下移動するようになっている。実施例の第１可動体５０は、第１位置に
ある状態で前記表示開口部３０ｃにおける上縁部付近に位置し(図１または図４参照)、第
２位置にある状態で表示開口部３０ｃにおける上下方向の略中央に位置するよう構成され
る(図２参照)。また、実施例の可動演出装置４０では、図４に示すように、前記設置部材
３０の表示開口部３０ｃを挟む左右側部にガイド部４１,４２が略平行に延在するよう配
設されており、一対のガイド部４１,４２に沿って第１可動体５０が平行移動するよう構
成されている。以下の説明では、前記表示開口部３０ｃの右側に固定されるガイド部を右
ガイド部４１と指称し、表示開口部３０ｃの左側に固定されるガイド部を左ガイド部４２
と指称して区別する場合がある。
【００２４】
(ガイド部４１,４２について)
　前記一対のガイド部４１,４２は、基本的に同一の構成により形成されており、前記設
置部材３０(具体的には対向面部３０ａ)に固定され、上下に直線的に延在する固定レール
部(第１ガイド)４３と、前記第１可動体５０に固定され、当該固定レール部４３に沿って
移動する連結スライダ(第２ガイド)４５とを備えている。ここで、前記設置部材３０の表
示開口部３０ｃを挟んで略平行に延在するよう前記一対のガイド部４１,４２の各固定レ
ール部４３が前記対向面部３０ａに取り付けられると共に、前記第１可動体５０の左右端
部に略平行に延在するよう各固定レール部４３に対応の各連結スライダ４５が連結されて
おり、これにより第１可動体５０が略水平な姿勢を維持したままガイド部４１,４２に沿
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って上下に移動し得るようになっている。また、前記各固定レール部４３と対応する連結
スライダ４５との間には、固定レール部４３および連結スライダ４５の夫々に対して相対
的にスライド移動自在な中受スライダ４４が設けられている。前記中受スライダ４４は、
前記固定レール部４３および連結スライダ４５の夫々に接触する転動体４６を保持する保
持手段として機能する部材であって、固定レール部４３に対して連結スライダ４５が移動
する際に転動体４６が転動することで、連結スライダ４５が円滑にスライド移動し得るよ
う構成されている。
【００２５】
　図７または図８に示すように、前記固定レール部４３は、前記設置部材３０の対向面部
３０ａに固定される板状の固定ベース部４３ａの両側縁から前側に向けて外保持片４３ｂ
が対向するよう延出した断面略コ字形状に形成されており、該外保持片４３ｂの間に前記
中受スライダ４４が設置されている。前記固定レール部４３の各外保持片４３ｂには、対
向面側に湾曲形状の外溝４３ｃが長手方向(上下方向)に延在するよう形成されており、該
外保持片４３ｂの外溝４３ｃに転動体４６が嵌り込むよう構成されている。前記中受スラ
イダ４４は、前記固定ベース部４３ａに対向する板状の中間ベース部４４ａと、該中間ベ
ース部４４ａの両側縁から前側に延出し、前記固定レール部４３の外保持片４３ｂに対向
する中保持片４４ｂとから構成され、前記転動体４６の直径より小径に設定された円形の
保持孔４４ｃが中保持片４４ｂに開設されている。なお、実施例では、前記中間ベース部
４４ａの長手方向に沿って複数の中保持片４４ｂが形成されると共に、各中保持片４４ｂ
に保持孔４４ｃが開設されている。ここで、前記外保持片４３ｂおよび中保持片４４ｂは
、前記転動体４６の直径よりも小さい寸法で離間するよう構成されている。そして、前記
中保持片４４ｂの保持孔４４ｃに臨ませた転動体４６が前記外保持片４３ｂの外溝４３ｃ
に嵌り込むよう構成されており、これにより転動体４６が中保持片４４ｂの所定位置に回
転可能な状態で保持されると共に、転動体４６の転動を伴いつつ固定レール部４３に対し
て中受スライダ４４がスライド移動するようになっている。
【００２６】
　前記連結スライダ４５は、前記中受スライダ４４の中間ベース部４４ａに対向する連結
ベース部４５ａと、該連結ベース部４５ａの両側縁から後側(中受スライダ４４側)に向け
て対向延出する内保持片４５ｂとから断面略コ字形状に形成されており、該内保持片４５
ｂが中受スライダ４４の中保持片４４ｂの間に臨むよう構成されている。前記連結スライ
ダ４５の内保持片４５ｂは、外側面に湾曲形状の内溝４５ｃが長手方向(上下方向)に延在
するよう形成されており、前記中受スライダ４４における中保持片４４ｂの保持孔４４ｃ
に臨ませた転動体４６が該内保持片４５ｂの内溝４５ｃに嵌り込むよう構成されている。
これにより、前記転動体４６の転動を伴って前記連結スライダ４５が中受スライダ４４に
対して相対的に上下移動し得る。なお、前記連結スライダ４５は、前記中受けスライダ(
中間ベース部４４ａ)の上下に離間する端部近傍に形成された移動規制部(図示せず)によ
り、前記内保持片４５ｂが中保持片４４ｂと対向する範囲で中受スライダ４４に対して相
対的にスライドし得るよう構成されており、前記転動体４６に常に接触した状態で該連結
スライダ４５がスライドし得るようになっている。
【００２７】
(第１可動体５０について)
　図６～図１０に示すように、前記第１可動体５０は、前記ガイド部４１,４２に支持さ
れるベース体５１と、該ベース体５１の前側に設けられ、前記枠状装飾体２５の表示窓口
２５ａを介して遊技盤２０の前面に露出する可動体装飾部６０とを備えている。前記ベー
ス体５１は、前後に板面が臨む左右に長尺な矩形板状に形成されると共に、該ベース体５
１の左右の幅寸法が表示開口部３０ｃの左右の開口幅より大きく設定されている。なお、
前記ベース体５１は、金属板を折曲して形成されており、可動体装飾部６０(具体的には
後述の発光演出部７０および第２可動体７５,７７)の荷重全体を支えると共に、落下の衝
撃に耐え得る剛性を確保するようになっている。
【００２８】
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　そして、図７に示すように、前記ベース体５１には、前記右ガイド部４１の連結スライ
ダ４５が右端部側に相対的に移動不能に連結されると共に、前記左ガイド部４２の連結ス
ライダ４５が左端部側に左右方向に遊動可能に連結されている。具体的には、前記ベース
体５１の右端部側には、図９に示すように、前後に貫通する通孔５２が上下に離間する複
数箇所(実施例では２箇所)に形成されており、各通孔５２の前側から挿通したネジにより
右ガイド部４１の連結スライダ４５がネジ止めされている。このとき、前記通孔５２の径
は、ネジを挿通可能な程度のサイズで形成されると共に、右ガイド部４１の連結スライダ
４５に対して強固にネジ止めされて、ベース体５１に対して右ガイド部４１の連結スライ
ダ４５が一体的に連結される。一方、前記ベース体５１の左端部側には、前後に貫通する
と共に左右方向に延在する長孔５３が上下に離間する複数箇所(実施例では２箇所)に形成
されている。前記長孔５３には、スペーサ５４が介装されており、該スペーサ５４を介し
て各長孔５３の前側から挿通したネジが左ガイド部４２の連結スライダ４５にネジ止めさ
れるようになっている。ここで、前記スペーサ５４は、図８に示すように、前記長孔５３
に挿通されて左ガイド部４２の連結スライダ４５に当接するスリーブ５４ａと、該スリー
ブ５４ａの前端部に形成されて前記ベース体５１の前面に当接するフランジ５４ｂとを備
えており、該スペーサ５４を前後に貫通する貫通孔５４ｃに挿通されたネジが前記左ガイ
ド部４２の連結スライダ４５にネジ止めされるようになっている。
【００２９】
　すなわち、前記左ガイド部４２の連結スライダ４５は、前記上下の長孔５３内をスペー
サ５４が移動可能な範囲でベース体５１に対して遊動するよう構成されており、上下の長
孔５３に対するスペーサ５４の位置に応じて、右ガイド部４１の連結スライダ４５に対し
て左ガイド部４２の連結スライダ４５が平行な姿勢となったり、交差する姿勢に傾斜する
よう構成されている。このように、左右のガイド部４１,４２の一方(左ガイド部４２)が
第１可動体５０(ベース体５１)に対して相対的に姿勢変化し得るよう連結されていること
で、左右のガイド部４１,４２が正確に平行でなくとも第１可動体５０(ベース体５１)の
上下移動を許容するようになっている。
【００３０】
　また、前記ベース体５１の上縁部には、図９に示すように、前方に延出する上受け片５
５が形成されている。前記上受け片５５は、前記ベース体５１の左右の略全長に亘って延
在すると共に、該上受け片５５の上面側に、複数(実施例では２つ)の配線保持部５６,５
７が左右方向に並んで配設されている。前記各配線保持部５６,５７には、長手方向(左右
方向)に沿って延在すると共に左右の両端部で挿通口５６ａ,５７ａが開口する配線用の案
内路が夫々画成されており、前記第１可動体５０(より具体的には可動体装飾部６０)と演
出制御装置(図示せず)とを接続するフラットケーブル９７が挿通されるようになっている
。なお、各配線保持部５６,５７は、前記上受け片５５の前後幅と略整合する幅寸法で、
該上受け片５５に沿って左右方向に延在するよう形成されている。なお、以下の説明で、
右側の配線保持部を右配線保持部５６と指称し、左側の配線保持部を左配線保持部５７と
指称する場合がある。なお、右配線保持部５６は、右側の挿通口５６ａがベース体５１の
右端部近傍で開口すると共に左側の挿通口５６ａがベース体５１の略中央位置で開口する
よう形成され、左配線保持部５７は、左側の挿通口５７ａがベース体５１の左端部近傍で
開口すると共に右側の挿通口５７ａがベース体５１の略中央位置で開口するよう形成され
ている。
【００３１】
　また、図９に示すように、前記ベース体５１には、左右両側の下縁部に一対の受け部５
８が形成されている。前記各受け部５８は、前記第１可動体５０が第１位置にある状態で
、前記設置部材３０のダンパ設置部３２に設置されたダンパ部材３５の真上に夫々位置す
るよう形成されており、該第１可動体５０が第２位置へ移動する過程で受け部５８が対応
するダンパ部材３５(支持ヘッド３８)に当接するようになっている。すなわち、前記第１
可動体５０の各受け部５８は、第２位置へ向けて移動(落下)した第１可動体５０が第２位
置まで到達する前にダンパ部材３５に当接して衝撃を緩和するように構成されている。こ
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こで、前記第１可動体５０に形成される左右の受け部５８および前記設置部材３０に配設
される左右のダンパ部材３５の夫々は、各受け部５８が対応のダンパ部材３５(支持ヘッ
ド３８)に略同一のタイミングで当接する位置関係で設けられており、左右方向に長尺な
第１可動体５０の衝撃を均等に分散し得るよう構成されている。
【００３２】
　ここで、前記各受け部５８は、前記ベース体５１の左右の下縁部から後方へ延出するよ
う屈曲形成されている(図９参照)。そして、前記各受け部５８におけるベース体５１から
折れ曲がった基端部に凹部(図示せず)が設けられており、各受け部５８がダンパ部材３５
に当接した際に基端部を中心として変形するのを防止している。このように、凹部を設け
て受け部５８の変形を防止することで、第２位置へ向けて移動(落下)した第１可動体５０
が第２位置まで到達する前の段階で、前記ダンパ部材３５の支持ヘッド３８に受け部５８
を確実に当接させ得ると共に、各受け部５８が対応のダンパ部材３５(支持ヘッド３８)に
当接するタイミングにずれが生ずるのを防止するよう構成されている。
【００３３】
(可動体装飾部６０)
　次に、前記第１可動体５０に設けられる可動体装飾部６０について説明する。前記可動
体装飾部６０は、図９に示すように、前記ベース体５１の前側に配設される基体部６１と
、該基体部６１に配設された発光演出部７０と、該基体部６１に配設され、前記第１可動
体５０に対して相対的に動作可能な第２可動体７５,７７とを備えており、前記枠状装飾
体２５の表示窓口２５ａを介して発光演出部７０および第２可動体７５,７７が遊技盤２
０の前面に露出するよう構成されている。すなわち、前記第１可動体５０が上下移動する
ことで、前記発光演出部７０および第２可動体７５,７７が枠状装飾体２５の表示窓口２
５ａ内で上下移動するようになっている。ここで、前記基体部６１は、前記ベース体５１
の左右中央部に前方へ突出するよう形成された左右一対の支持突片５１ａの前端部に取り
付けられており、該ベース体５１と基体部６１とが所要の間隔(第２可動体７５,７７が回
転可能な間隔)だけ離間するよう構成されている。ここで、前記ベース体５１には、前記
基体部６１を挟む左右側部に左右の支持部材８０,９０が配設されており、該ベース体５
１の右端部に位置する右支持部材９０に、右側の第２可動体７７が回転可能に支持される
と共に、該ベース体５１の左端部に位置する左支持部材８０に、左側の第２可動体７５は
回転可能に支持されるようになっている。
【００３４】
　図９に示すように、前記基体部６１は、前記発光演出部７０が設けられる第１設置部６
２と、該第１設置部６２から側方へ突出し、前記第２可動体７５,７７が配設される第２
設置部６３とを備え、前記ベース体５１の支持突片５１ａの前端部に第１設置部６２が固
定されている。ここで、前記第２設置部６３は、前記第１設置部６２の左右両側部に設け
られており、前記発光演出部７０を挟む左右両側に第２可動体７５,７７が位置するよう
構成されている。また、前記第１設置部６２および第２設置部６３の前面は、連続した平
面状に形成されており、該第１設置部６２および第２設置部６３の前面に亘って、第２可
動体７５,７７を照明するＬＥＤ基板６５(以下、第１ＬＥＤ基板という)が配設されてい
る。ここで、前記発光演出部７０は、前記第１設置部６２の外周縁部から前方へ延出する
よう形成された画壁部６２ａの前端部に取り付けられており、前記第１ＬＥＤ基板６５と
前後に重なる位置関係で設置されている。また、前記発光演出部７０は、前面に所要の装
飾が施された光透過部を有する前面装飾部７１の裏側に、前面にＬＥＤ(発光体)が実装さ
れた第２ＬＥＤ基板(図示せず)が配設されて、該第２ＬＥＤ基板のＬＥＤの光により、前
面装飾部７１が発光するよう構成されている。また、前記第２ＬＥＤ基板の裏側には、前
記第１ＬＥＤ基板６５に接続する配線の第３コネクタ部が設けられている。
【００３５】
　前記左右の第２設置部６３は、左右方向に延在する横長矩形状に形成されており、各第
２設置部６３の外側を前記第２可動体７５,７７が回転するよう構成される。また、前記
左右の第２設置部６３の端部には、外方へ突出する回転軸６４が夫々設けられており、右
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側の第２設置部６３から突出する回転軸６４が右支持部材９０に支持され、左側の第２設
置部６３から突出する回転軸６４が左支持部材８０に支持されるようになっている。ここ
で、前記回転軸６４は、基体部６１(第１設置部６２および左右の第２設置部６３)を左右
に貫通する長尺な１本のシャフトであって、該基体部６１に対して回転可能な状態で保持
されている。また、前記各第２設置部６３の上下の端面は、前記回転軸６４を中心とする
円弧面形状に形成されており、第２可動体７５,７７が対応する第２設置部６３の上下の
端面を摺接するようになっている。
【００３６】
(第１ＬＥＤ基板６５)
　前記第１ＬＥＤ基板６５は、図９に示すように、前記基体部６１の前面を全体的に覆う
よう形成されて、その前面に複数のＬＥＤ６５ａが実装されている。ここで、前記ＬＥＤ
６５ａは、第１ＬＥＤ基板６５における前記左右の第２設置部６３を覆う領域に設置され
ている。そして、前記設置部材３０の後側に設けられた前記演出制御装置に前記第１ＬＥ
Ｄ基板６５が配線９８接続されて、該演出制御装置からの制御信号に基づいて発光制御さ
れるようになっている。なお、以下の説明では、第１ＬＥＤ基板６５において、右側の第
２設置部６３を覆う領域を右発光領域と指称し、左側の第２設置部６３を覆う領域を左発
光領域と指称する場合がある。
【００３７】
　また、前記第１ＬＥＤ基板６５の後面には、前記演出制御装置に接続される配線用の第
１コネクタ部６５ｂと、前記第１可動体５０に配設される電気部品(第２駆動モータ８３
、位置検出センサ９３および第２ＬＥＤ基板)に接続される配線用の第２コネクタ部６５
ｃとが設けられている(図１０参照)。すなわち、実施例の第１ＬＥＤ基板６５は、第１可
動体５０に配設される電気部品の中継基板としての機能を具有している。実施例の第１Ｌ
ＥＤ基板６５には、前記第１コネクタ部６５ｂおよび第２コネクタ部６５ｃが複数(実施
例では２つずつ)設けられている。そして、前記第１コネクタ部６５ｂおよび第２コネク
タ部６５ｃは、前記第１ＬＥＤ基板６５において前記第１設置部６２を覆う領域に設けら
れると共に、前記基体部６１(第１設置部６２)に開設された前後に開口するコネクタ開口
部６１ａを介して基体部６１の後側に露出するようになっている。
【００３８】
　前記第１コネクタ部６５ｂは、前記右配線保持部５６の左側の挿通口５６ａと略同じ高
さ位置で、該挿通口５６ａの前方に位置するよう設けられると共に、厚み方向に可撓変形
可能なフラットケーブル９７が接続される。そして、前記第１コネクタ部６５ｂに接続さ
れたフラットケーブル９７が前記右配線保持部５６の左側の挿通口５６ａから右配線保持
部５６内の案内路に導入されると共に、該右配線保持部５６の右側の挿通口５６ａからベ
ース体５１の右端部側に引き出されて、後述する第１ケーブル保持部材９５に保持される
ようになっている。また、第２コネクタ部６５ｃには、前記第２駆動モータ８３に接続す
る配線９８および位置検出センサ９３(図１２参照)に接続する配線９８が夫々接続されて
いる。そして、前記第２駆動モータ８３に接続される配線９８が前記左配線保持部５７に
おける右側の挿通口５７ａを介して左配線保持部５７の案内路に導入されると共に、該左
配線保持部５７の左側の挿通口５７ａからベース体５１の左端部側に引き出されて、当該
ベース体５１の左端部側に配置された第２駆動モータ８３に接続されるようになっている
。また、前記位置検出センサ９３に接続される配線９８が前記右配線保持部５６の左側の
挿通口５６ａから右配線保持部５６内の案内路に導入されると共に、該右配線保持部５６
の右側の挿通口５６ａからベース体５１の右端部側に引き出されて、当該ベース体５１の
右端部側に配置された位置検出センサ９３に接続されるようになっている。
【００３９】
(第２可動体７５,７７について)
　前記左右の第２可動体７５,７７は、内部に空間が画成された中空円筒状に形成されて
、外周面に光透過性の装飾が形成されている。左側の第２可動体７５は、図９に示すよう
に、右端面に円形状の挿入口７５ａが内部空間内に開口するよう開設されており、該挿入
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口７５ａを介して前記左側の第２設置部６３が内部に挿入されるようになっている。そし
て、左側の第２可動体７５における左端面に、左方へ突出するギア部７６が設けられると
共に、該ギア部７６の左側部に左方へ突出する左軸部７５ｂが形成されている。また、前
記左側の第２可動体７５には、前記ギア部７６および左軸部７５ｂを貫通する嵌合孔(図
示せず)が形成されており、該左側の第２可動体７５に挿入された左側の第２設置部６３
から突出する回転軸６４が嵌合孔に嵌合して、左側の第２可動体７５と回転軸６４とが一
体的に回転するよう連結されている。すなわち、前記左側の第２可動体７５が回転するこ
とで、前記回転軸６４を中心として左側の第２可動体７５が左側の第２設置部６３の周り
を回転するようになっている。なお、前記左側の第２可動体７５における前記挿入口７５
ａの開口縁部が対応する第２設置部６３の上下の端面に摺接するようになっており、該左
側の第２可動体７５の右端部側が回転可能に支持されている。また、前記左側の第２可動
体７５の内部空間には、前記左側の第２設置部６３を覆う前記第１ＬＥＤ基板６５の左側
領域が収容されており、該第１ＬＥＤ基板６５の左側領域に設けたＬＥＤ６５ａを発光す
ることで、左側の第２可動体７５が内側から照明されて外周面の装飾が明輝されるように
なっている。
【００４０】
　前記右側の第２可動体７７は、図９に示すように、基本的には前記左側の第２可動体７
５と左右対称の構造で形成されている。すなわち、前記右側の第２可動体７７には、左端
部に円形状の挿入口７７ａが内部空間内に開口するよう開設されており、該挿入口７７ａ
を介して前記右側の第２設置部６３が挿入されるようになっている。そして、右側の第２
可動体７７における右端部に右方へ突出する右軸部７７ｂが形成されている。なお、右側
の第２可動体７７には、ギア部７６に相当する構成は設けられていない。また、前記右側
の第２可動体７７には、前記右軸部７７ｂを貫通する嵌合孔が形成されており、該右側の
第２可動体７７に挿入された前記右側の第２設置部６３から突出する回転軸６４が嵌合孔
に嵌合して、右側の第２可動体７７と回転軸６４とが一体的に回転するよう連結されてい
る。従って、前記右側の第２可動体７７は、前記回転軸６４の回転に伴って回転軸６４を
中心として右側の第２設置部６３の周りを回転するようになっている。すなわち、左右の
第２可動体７５,７７は、前記回転軸６４を介して連結されており、一方の第２可動体７
５(具体的には左側の第２可動体７５)の回転に伴って一体的に回転軸６４を中心に回転す
るようになっている。なお、前記右側の第２可動体７７における前記挿入口７７ａの開口
縁部が対応する第２設置部６３の上下の端面に摺接するようになっており、該右側の第２
可動体７７の左端部側が回転可能に支持されている。また、前記右側の第２可動体７７の
内部空間には、前記右側の第２設置部６３に設置された前記第１ＬＥＤ基板６５が収容さ
れており、該第１ＬＥＤ基板６５の右側領域に設けたＬＥＤ６５ａを発光することで、右
側の第２可動体７７が内側から照明されて外周面の装飾が明輝されるようになっている。
【００４１】
(左右の支持部材８０,９０について)
　図１１に示すように、前記左支持部材８０は、右側面に複数のギア収容部８１ａが画成
された左支持壁部８１と、該左支持壁部８１の右側面に取り付けられてギア収容部８１ａ
を閉塞する平板状の保持板部８２とを備えており、左支持壁部８１の後端部が前記ベース
体５１に固定されている。前記左支持壁部８１には、前記左側の第２可動体７５に形成さ
れた左軸部７５ｂが回転自在に嵌合する左支持孔８１ｂが左右に開口して形成されると共
に、前記保持板部８２には、該左支持孔８１ｂと左右に整列する位置に挿通孔８２ａが形
成されており、該挿通孔８２ａの右側から挿通した左軸部７５ｂを左支持孔８１ｂに嵌合
することで、前記ギア収容部８１ａ内にギア部７６が収容された状態で、左側の第２可動
体７５の左端部が回転自在に支持されるようになっている。また、前記左支持壁部８１の
外側面(左側面)には、軸孔８１ｃを介して回転軸６４を前記ギア収容部８１ａに突出させ
た姿勢で前記第２駆動モータ(第２の駆動手段)８３が配設され、該ギア収容部８１ａ内で
回転軸６４に駆動ギア８４が連結されている。更に、前記ギア収容部８１ａには、前記駆
動ギア８４およびギア部７６に噛合する従動ギア８５が回転自在に収容されており、第２
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駆動モータ８３の駆動が前記ギア部７６に伝わるよう構成されている。ここで、前記左配
線保持部５７の左側の挿通口５７ａは、前記左支持部材８０の左支持壁部８１よりも左側
で開口するよう形成されており、該左配線保持部５７の案内路を挿通して左側の挿通口５
７ａから引き出された配線９８が前記第２駆動モータ８３に接続されるようになっている
。
【００４２】
　また、前記右支持部材９０は、前記ベース体５１に固定されると共に前記左支持部材８
０の左支持壁部８１に対向する右支持壁部９１に、前記右側の第２可動体７７に形成され
た右軸部７７ｂが回転自在に嵌合する右支持孔９１ａが左右に開口して形成さており、該
挿通孔８２ａの左側から挿通した右軸部７７ｂを右支持孔９１ａに嵌合することで、右側
の第２可動体７７の右端部が回転自在に支持されるようになっている。すなわち、前記第
２駆動モータ８３を駆動すると、前記駆動ギア８４および従動ギア８５を介してギア部７
６が回転されて、これに伴い前記左右の第２可動体７５,７７が回転軸６４を中心に一体
的に回転するようになっている。また、前記右支持部材９０における右支持壁部９１の上
端部には、右側の第２可動体７７の原位置を検出する位置検出センサ９３が設けられてお
り、該右側の第２可動体７７に形成された位置検出片(図示せず)を位置検出センサ９３で
検出することで、左右の第２可動体７５,７７の原位置が定まるようになっている。ここ
で、前記右配線保持部５６の左側の挿通口５６ａは、前記右支持部材９０の右支持壁部９
１よりも右側で開口するよう形成されており、該右配線保持部５６の案内路を挿通して右
側の挿通口５６ａから引き出された配線９８が前記位置検出センサ９３に接続されるよう
になっている。
【００４３】
　また、前記右支持部材９０には、図１０、図１３に示すように、前記右支持壁部９１を
ベース体５１に固定する取付板部９２の前面に、前記右配線保持部５６の案内路を挿通し
たフラットケーブル９７を保持する第１ケーブル保持部材９５が設けられている。なお、
前記取付板部９２はベース体５１に対して平面的に接触する板状に形成されている。前記
第１ケーブル保持部材９５は、前記ベース体５１の上受け片５５の上面を覆う第１保持部
９５ａと、前記取付板部９２の前面を覆う第２保持部９５ｂとを有する略Ｌ字状に形成さ
れている。そして、前記右配線保持部５６の挿通口５６ａから引き出されたフラットケー
ブル９７が、ベース体５１の上受け片５５と第１保持部９５ａとの間に挟持されている。
このフラットケーブル９７は、前記ベース体５１の上受け片５５および第１保持部９５ａ
による挟持位置において、９０°捻るようにして前方へ屈曲するよう折曲げられている。
そして、前記ベース体５１の上受け片５５および第１保持部９５ａによる挟持位置から前
方へ延出したフラットケーブル９７を、前記取付板部９２の前面に沿って下方へ誘導する
と共に、該取付板部９２と第２保持部９５ｂとの間に挟持するよう構成されている。すな
わち、前記右配線保持部５６に沿って左右方向に延在するフラットケーブル９７を屈曲さ
せて第１可動体５０の移動方向と一致する上下方向に延在させると共に、該フラットケー
ブル９７の屈曲部位を第１ケーブル保持部材９５で保持するようになっている。そして、
前記第１ケーブル保持部材９５により保持されたフラットケーブル９７が、前記駆動ユニ
ット１１０側へ引き回されるようになっている。
【００４４】
　また、図９に示すように、前記右支持部材９０には、前記右支持壁部９１の下端部に、
前記第１可動体５０を動作させる駆動ユニット１１０に接続する連繋接続部１００が設け
られている。前記連繋接続部１００は、前記右支持部材９０をベース体５１に固定した状
態で、前記右支持壁部９１から下方へ所定長さ延在すると共に、該連繋接続部１００の右
側部(後述する駆動ユニット１１０の機構収容部１１２との対向面側)に前記ラック部１０
５が設けられている。
【００４５】
(ラック部１０５について)
　前記ラック部１０５は、図９に示すように、前記連繋接続部１００の右側部に設けられ
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た上下に並ぶ複数のギア部により構成されており、前記駆動ユニット１１０に設けられた
回転ギア部材１２１の作動ギア部１２３に係脱自在に係合(噛合)するよう構成される。ま
た、前記連繋接続部１００の前面には、上下の略全体に亘って延在する案内リブ１０６が
僅かに前方へ突出するよう形成されている。また、連繋接続部１００には、回転ギア部材
１２１に形成された係止部１２５(後述)と係脱可能に係合する係合突部１０７が形成され
ている。この係合突部１０７は、連繋接続部１００におけるラック部１０５の前側に形成
されており、第１可動体５０が第２位置に位置した状態で、駆動ユニット１１０に形成さ
れた後述するギア開口部１１２ａに臨むようになっている。
【００４６】
(駆動ユニット１１０について)
　図１４に示すように、前記駆動ユニット１１０は、前記設置部材３０に取り付けられる
設置ケース１１１と、該設置ケース１１１に配設される駆動源としての第１駆動モータ１
１５と、当該設置ケース１１１に形成された機構収容部１１２に配設され、第１駆動モー
タ１１５を第１可動体５０のラック部１０５に連繋接続するギア機構部１２０とを基本的
に備えている。前記設置ケース１１１は、前記設置部材３０の表示開口部３０ｃにおける
開口右側縁の上下全長に亘って延在する縦長の矩形箱状に形成されて、該設置部材３０の
対向面部３０ａから突出形成された固定ボスにネジ止めされている。すなわち、前記設置
ケース１１１を設置部材３０に取り付けた状態では、設置部材３０の対向面部３０ａから
所定距離だけ前方に離間した位置で、前記表示開口部３０ｃの右縁部に沿って設置ケース
１１１が上下に延在するようになっており、当該設置ケース１１１と対向面部３０ａとの
間に画成される空間を、前記第１可動体５０の右端部が上下移動するよう構成されている
。
【００４７】
(設置ケース１１１について)
　ここで、前記設置ケース１１１は、図１４、図１５に示すように、前記機構収容部１１
２を画成する前後のケース体１１３,１１４から構成されている。ここで、前記前ケース
体１１３は、前記設置ケース１１１の前面をなすと共に、前記設置部材３０の表示開口部
３０ｃにおける開口右側縁の上下全長に亘って延在するよう形成されている。また、前記
後ケース体１１４は、前方へ開口する矩形箱状に形成されると共に、前記前ケース体１１
３の上下寸法より小さな大きさで形成されている。そして、前記前ケース体１１３の下部
位置に前記後ケース体１１４が取り付けられている。すなわち、前記機構収容部１１２は
、前記設置ケース１１１の下部位置に形成されている。前記前ケース体１１３における前
記機構収容部１１２の左前端部には、左側方に延出する摺動壁１１３ａが設けられると共
に、該摺動壁１１３ａの延出端部に後方に延出して機構収容部１１２に対向する延出壁１
１３ｂが設けられている。そして、前記機構収容部１１２と延出壁１１３ｂとの間に、前
記第１可動体５０に設けられた前記ラック部１０５が上下移動可能に位置するよう構成さ
れている。なお、前記ラック部１０５に形成した前記案内リブ１０６が前記摺動壁１１３
ａに摺接するよう構成されており、第１可動体５０が上下移動する際にラック部１０５を
案内するようになっている。
【００４８】
　また、図１３、図１５に示すように、前記設置ケース１１１(前ケース体１１３)の上部
側には、前後に開口する貫通口１３５が形成されると共に、該貫通口１３５の上方に近接
して前後に開口する係止孔１３６が形成されている。前記貫通口１３５は、前記第１可動
体５０が第１位置にある状態で前記ベース体５１の前側に重なる位置に形成されている。
そして、前記第１可動体５０に設けられた前記第１ケーブル保持部材９５から下方へ延出
する前記フラットケーブル９７が前記貫通口１３５に後方から挿通されて、前記設置ケー
ス１１１の前側に引き出されるようになっている。ここで、前記第１ケーブル保持部材９
５から貫通口１３５までのフラットケーブル９７は、前記第１可動体５０の第１位置から
第２位置への移動を許容する長さ分だけ弛ませてある。すなわち、前記第１可動体５０が
第１位置に位置した状態で、前記フラットケーブル９７は略Ｕ字状に撓んだ状態となって
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いる。
【００４９】
　前記設置ケース１１１(前ケース体１１３)の前面には、前記貫通口１３５および係止孔
１３６を閉塞するように板状の第２ケーブル保持部材１４０が取り付けられている。第２
ケーブル保持部材１４０には、前記係止孔１３６と対応する位置に、該係止孔１３６に嵌
合する押え突部１４１が形成されており、前記貫通口１３５を介して設置ケース１１１の
前側に引き出されたフラットケーブル９７を挟んだ状態で、当該押え突部１４１を係止孔
１３６に嵌合することで、フラットケーブル９７を保持するようになっている。前記第２
ケーブル保持部材１４０により保持された前記フラットケーブル９７は、該第２ケーブル
保持部材１４０の上部側から引き出されて、前記設置ケース１１１の前側を覆うように前
記設置部材３０に配設された照明基板１４３(図１３参照)に接続される。そして、前記照
明基板１４３が前記演出制御装置に対して図示しない配線により電気的に接続されるよう
になっている。すなわち、前記第１可動体５０の各電気部品は、照明基板１４３を中継し
て前記演出制御装置に電気的に接続されている。なお、前記照明基板１４３の前側には、
前記枠状装飾体２５の表示窓口２５ａを介して遊技盤２０の前側に臨む装飾板１４４が配
設されており、該装飾板１４４により前記可動演出装置４０の駆動ユニット１１０が被覆
されると共に、該照明基板１４３に設けたＬＥＤ(図示せず)を発光させることで、装飾板
１４４を明輝させるようになっている。
【００５０】
(ギア機構部１２０について)
　図１４、図１５に示すように、前記機構収容部１１２に収容されるギア機構部１２０は
、該機構収容部１１２の内側上部位置に収容されて前記ラック部１０５に噛合する前記回
転ギア部材１２１と、該回転ギア部材１２１に噛合する複数の従動ギア１１７と、前記第
１駆動モータ１１５の回転軸６４に連結されて従動ギア１１７に噛合する駆動ギア１１６
とから構成されており、当該回転ギア部材１２１および従動ギア１１７の夫々が機構収容
部１１２内で回転自在に枢支されている。そして、前記機構収容部１１２の後面下部(対
向面部３０ａ側)に、前記第１駆動モータ１１５が取り付けられており、前記後ケース体
１１４に設けた通孔１１４ａを介して第１駆動モータ１１５の駆動軸１１５ａが機構収容
部１１２の内部で駆動ギア１１６に連結されている。すなわち、前記第１駆動モータ１１
５を正逆回転方向に回転駆動することで、前記従動ギア１１７を介して前記回転ギア部材
１２１が正逆回転方向に回転するようになっている。
【００５１】
(回転ギア部材１２１について)
　前記回転ギア部材１２１は、図１６に示すように、軸方向に所定厚み(幅)を有する円盤
状に形成されて、その中心に設けた前後に貫通する軸孔１２１ａに挿通された支軸１２１
ｂを介して前記ギア機構部１２０(設置ケース１１１)に回転自在に軸支されている。そし
て、前記回転ギア部材１２１に、前記従動ギア１１７に噛合することで前記第１駆動モー
タ１１５に接続する連繋ギア部１２２と、前記ラック部１０５に噛合(係合)する作動ギア
部１２３とが夫々形成されており、第１駆動モータ１１５の駆動に伴い回転ギア部材１２
１が回転することで、前記作動ギア部１２３との噛合下(係合下)においてラック部１０５
を上下移動させるよう構成されている。ここで、実施例では、前記回転ギア部材１２１の
外周面の全体に、前記連繋ギア部１２２が全周に亘って形成されており、該連繋ギア部１
２２における回転ギア部材１２１の軸方向に偏った一部(実施例では前側)にラック部１０
５が噛合するようになっている。すなわち、前記連繋ギア部１２２においてラック部１０
５と噛合する領域が前記作動ギア部１２３として機能するようになっている。
【００５２】
　ここで、前記連繋ギア部１２２の軸方向の幅は、該連繋ギア部１２２に噛合する従動ギ
ア１１７の軸方向の幅と略一致するよう構成されて、連繋ギア部１２２および従動ギア１
１７が常に噛合するようになっており、前記第１駆動モータ１１５の駆動に伴って前記回
転ギア部材１２１を３６０°回転させ得るようになっている。なお、前記回転ギア部材１
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２１は、前記ラック部１０５の前後幅より大きな厚みで形成されている。また、前記回転
ギア部材１２１は、前記機構収容部１１２の左側面に開設されたギア開口部１１２ａ(図
１４参照)を介して回転ギア部材１２１の一部(作動ギア部１２３の一部)が前記機構収容
部１１２の外部露出するよう構成されており、該ギア開口部１１２ａに臨んだ作動ギア部
１２３がラック部１０５に噛合するようになっている。
【００５３】
　前記回転ギア部材１２１には、図１６に示すように、前記作動ギア部１２３におけるギ
ア歯の配列方向に並ぶ周方向に、前記ラック部１０５との係合が解除される円弧状部(非
噛合部)１２４が形成されている。すなわち、前記回転ギア部材１２１の外周面には、該
回転ギア部材１２１の軸方向に偏った一部(実施例では前側)に、周方向の所定範囲に亘っ
てギア歯が形成されていない領域が設けられており、当該ギア歯が形成されていない領域
が円弧状部１２４とされている。ここで、実施例の円弧状部１２４は、前記回転ギア部材
１２１における中心角約１２０°の範囲に亘って形成されている。従って、実施例の回転
ギア部材１２１において、前記円弧状部１２４と同一周面上に並ぶ中心角約２４０°の歯
列が前記作動ギア部１２３として機能するようになっている。
【００５４】
　すなわち、前記回転ギア部材１２１の支軸１２１ｂを通る水平線とラック部１０５の上
下移動軌跡との交点を噛合位置とした場合に、前記作動ギア部１２３が噛合位置に臨む状
態にあっては、該作動ギア部１２３およびラック部１０５が噛合した係合状態とされる一
方、回転ギア部材１２１の回転に伴って前記円弧状部１２４が噛合位置に臨むことで、作
動ギア部１２３およびラック部１０５の噛合が解除された係合解除状態とされる。そして
、前記作動ギア部１２３およびラック部１０５が係合状態において、前記回転ギア部材１
２１を図４、図１６(a)の時計回り方向(以下、第１回転方向という)へ回転させることで
、前記ラック部１０５(第１可動体５０)が上方移動する一方、回転ギア部材１２１を図４
、図１６(a)の反時計回り方向(以下、第２回転方向という)へ回転させることで、ラック
部１０５(第１可動体５０)が下方移動するようになっている。すなわち、回転ギア部材１
２１の回転方向を変化させることで、第１可動体５０が上下に往復移動するよう構成され
る。そして、前記回転ギア部材１２１の回転に伴い、前記噛合位置に臨む部位が作動ギア
部１２３から円弧状部１２４に切り替わることで、前記ラック部１０５との係合が解除さ
れて第１可動体５０が自重により第２位置へ向けて落下するようになっている。このよう
に、実施例の回転ギア部材１２１は、前記作動ギア部１２３とラック部１０５とを係合状
態から係合解除状態に切り替える切替手段として機能する。以下においては、前記回転ギ
ア部材１２１を第１回転方向に回転した際に、前記ラック部１０５との係合状態が解除さ
れる作動ギア部１２３の端部を第１切替端部１２３ａとし、ラック部１０５との係合解除
状態から係合状態に切り替わる作動ギア部１２３の端部を第２切替端部１２３ｂとする。
【００５５】
　ここで、図４、図１７に示すように、前記第１可動体５０が第１位置にある状態では、
前記作動ギア部１２３の第１切替端部１２３ａが噛合位置より第２回転方向側に位置して
作動ギア部１２３とラック部１０５とが噛合するよう構成されている。すなわち、第１可
動体５０が第１位置にある状態では、前記回転ギア部材１２１を第１回転方向および第２
回転方向へ回転させることで前記作動ギア部１２３とラック部１０５との噛合下で第１可
動体５０(ラック部１０５)を上下移動する(図１８参照)。一方で、前記作動ギア部１２３
の第１切替端部１２３ａが噛合位置を超えて第１回転方向側に移動するよう前記回転ギア
部材１２１を回転すると(図１９参照)、作動ギア部１２３とラック部１０５との噛合が解
除されて第１可動体５０(ラック部１０５)が自重で落下(下方移動)するようになっている
(図２０参照)。
【００５６】
　また、図２０に示すように、前記第１可動体５０が第２位置に位置した状態では、前記
ラック部１０５の上端部が前記噛合位置に臨むよう構成されている。従って、前記第１可
動体５０が第２位置にある状態において、前記回転ギア部材１２１の第１回転方向への回
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転に伴い前記作動ギア部１２３の第２切替端部１２３ｂが噛合位置に到来することで該作
動ギア部１２３とラック部１０５とが再び噛合し、第１可動体５０を上方移動させるよう
になっている。すなわち、回転ギア部材１２１を第１回転方向に回転し続けることで、第
１位置から第２位置への第１可動体５０の自重落下と、第２位置から第１位置への第１可
動体５０の復帰とを繰り返し行ない得るようになっている。
【００５７】
　図２１に示すように、前記回転ギア部材１２１の前面には、前記作動ギア部１２３の第
２切替端部１２３ｂから第１回転方向前方に離間した円弧状部１２４の前側に、前方へ突
出する係止部１２５が形成されている。前記係止部１２５は、前記第１可動体５０が第２
位置にある状態で、該第１可動体５０(ラック部１０５)に設けた前記係合突部１０７の下
方から当接するよう形成されている。すなわち、前記第１可動体５０が第２位置にある状
態において、前記回転ギア部材１２１の第１回転方向への回転に伴い前記円弧状部１２４
から作動ギア部１２３の第２切替端部１２３ｂが噛合位置に到来して連繋ギア部１２２と
ラック部１０５とが噛合する直前に、前記係止部１２５が係合突部１０７に対して下方か
ら当接して(図２１参照)、連繋ギア部１２２とラック部１０５との係合が解除された状態
のままラック部１０５を持ち上げるよう構成されている。そして、前記係止部１２５によ
りラック部１０５が持ち上げられた状態において、前記作動ギア部１２３の第２切替端部
１２３ｂが噛合位置に到来した際に、連繋ギア部１２２とラック部１０５とが噛合するよ
うになっている。すなわち、前記連繋ギア部１２２とラック部１０５とが噛合する直前に
ラック部１０５を持ち上げることで、自重により落下した第１可動体５０(ラック部１０
５)と、前記連繋ギア部１２２とが常に一定の位置関係となって、回転移動する連繋ギア
部１２２と、直線移動するラック部１０５とが引っ掛かりなくスムーズに再び噛合するよ
うになっている。
【００５８】
　また、図１７～図２１に示すように、前記回転ギア部材１２１の前面には、前記係止部
１２５から周方向に離間する位置に、前方へ突出する回転規制突部１２６が形成されてい
る。前記回転規制突部１２６は、前記設置ケース１１１(機構収容部１１２)に設けられた
ストッパ１３０と係脱可能に係合し、該ストッパ１３０との係合に伴い回転ギア部材１２
１の回転を規制するよう構成される。ここで、前記ストッパ１３０は、前記回転規制突部
１２６と係合可能な規制位置と、該回転規制突部１２６との係合が解除されて回転ギア部
材１２１の回転を許容する許容位置とに変位し得るよう構成されており、付勢部材の付勢
により許容位置へ向けて付勢されている。なお、前記ストッパ１３０は、前記回転ギア部
材１２１の上方で前記機構収容部１１２に揺動自在に枢支されると共に、付勢部材として
捻りバネが採用されている。
【００５９】
　前記ストッパ１３０は、前記設置ケース１１１(機構収容部１１２)に枢支される枢支部
１３０ａから回転ギア部材１２１側へ延出する規制アーム１３０ｂを備えており、該規制
アーム１３０ｂが前記回転ギア部材１２１に設けた回転規制突部１２６の移動軌跡上に臨
むようになっている。そして、前記回転ギア部材１２１の第１回転方向への回転に伴って
前記回転規制突部１２６がストッパ１３０の規制アーム１３０ｂに接触した際に、前記付
勢部材の付勢に抗してストッパ１３０が規制位置から許容位置へ変位して、当該回転ギア
部材１２１の回転を許容する一方で、該回転ギア部材１２１の第２回転方向への回転に伴
って回転規制突部１２６がストッパ１３０の規制アーム１３０ｂに接触した際に、当該回
転ギア部材１２１の回転をストッパ１３０で規制するよう構成されている。ここで、前記
第１可動体５０が第１位置にある状態では、図１７に示すように、前記ストッパ１３０の
規制アーム１３０ｂが回転規制突部１２６の左側(第２回転方向側)に位置するよう構成さ
れており、前記回転ギア部材１２１を第２回転方向へ回転させ得るよう構成される。ここ
で、前記ストッパ１３０の規制アーム１３０ｂは、該ストッパ１３０が規制位置にある状
態において、前記枢支部１３０ａと回転ギア部材１２１の支軸１２１ｂとを結ぶ線よりも
突出端部が回転ギア部材１２１の第１回転方向に偏って位置するよう構成されている。
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【００６０】
　また、図２０に示すように、前記ストッパ１３０の規制アーム１３０ｂは、前記噛合位
置に前記円弧状部１２４が位置する状態で前記回転規制突部１２６の左端面(第２回転方
向側の端面)に当接するよう構成されている。すなわち、前記回転ギア部材１２１の第２
回転方向への回転に伴って前記噛合位置に第１切替端部１２３ａが移動しないよう構成さ
れている。これにより、第１可動体５０が第２位置にある状態で、前記ラック部１０５に
対して連繋ギア部１２２の第１切替端部１２３ａが噛合するのを防止し、第１可動体５０
を第２位置より更に下方へ移動させる負荷が作用しないようになっている。より具体的に
は、前記回転ギア部材１２１の第１回転方向への回転に伴い前記ラック部１０５と連繋ギ
ア部１２２との係合が解除されたタイミングで前記ストッパ１３０の規制アーム１３０ｂ
が回転規制突部１２６に係合して、該回転ギア部材１２１の第２回転方向への回転が規制
されるようになっている。
【００６１】
　また、前記ストッパ１３０の規制アーム１３０ｂは、前記回転ギア部材１２１の第２回
転方向への回転に伴って前記係止部１２５と係合するようになっており、前記回転規制突
部１２６と同様に、係止部１２５との係合により回転ギア部材１２１の第２回転方向への
回転が規制されるよう構成されている(図１８参照)。これにより、前記第１駆動モータ１
１５の駆動により前記回転ギア部材１２１を第２回転方向へ回転させた際に、前記第１可
動体５０が下方移動可能な下限位置が規定されるようになっている。また、前記ストッパ
１３０には、前記枢支部１３０ａから径方向外側(実施例では左側方)へ延出する操作片１
３０ｃが形成されている。この操作片１３０ｃの端部は、前記設置ケース１１１(機構収
容部１１２)に形成された操作口１１２ｂを介してケース外部に臨むよう構成されている
。すなわち、前記操作口１１２ｂを介して前記操作片１３０ｃを回動操作することにより
、ストッパ１３０を付勢部材の付勢力に抗して規制位置から許容位置へ向けて変位させて
、前記回転規制突部１２６の係合を強制的に解除し得るようになっている。
【００６２】
(実施例の作用)
　次に、実施例に係るパチンコ機１０の作用につき説明する。
【００６３】
　前記中枠１２の前面側に設けられた前記操作ハンドル１６を遊技者が回転操作すると、
打球発射装置から発射されたパチンコ球が前記遊技盤２０に設けた案内レール２１により
画成された遊技領域２０ａ内に打ち出されて、遊技釘等に接触して流下方向を変更しなが
ら遊技領域２０ａ内を流下する。そして、前記遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が前
記始動入賞装置２３の始動入賞口に入賞することで、前記図柄表示装置１８での図柄変動
演出が開始され、図柄変動演出の結果、図柄表示装置１８に所定の図柄組み合わせで図柄
が表示されると遊技者に有利な特別遊技(大当り等)が発生し、特別遊技が発生する図柄の
組み合わせに応じて、前記遊技盤２０に設けられた特別入賞装置２４が開放されると共に
、図柄表示装置１８において大当り演出が行われる。そして、前記図柄表示装置１８にお
いて図柄変動演出や大当り演出が行われる適宜のタイミングにおいて、前記可動演出装置
４０の第１駆動モータ１１５および第２駆動モータ８３の夫々に対して演出制御装置から
所定の制御条件に基づいて駆動信号が出力されることで、前記第１可動体５０が上下移動
したり、前記第２可動体７５,７７が回転移動することで、可動体による動作演出が実行
される。また、前記図柄表示装置１８において図柄変動演出や大当り演出が行われる適宜
のタイミングにおいて、前記可動演出装置４０の第１ＬＥＤ基板６５および第２ＬＥＤ基
板のＬＥＤ６５ａに対して演出制御装置から所定の制御条件に基づいて発光信号が出力さ
れることで、第１可動体５０(発光演出部７０)や第２可動体７５,７７による発光演出が
実行される。
【００６４】
　前記可動演出装置４０の前記第１可動体５０が第１位置に位置する状態では、前記設置
部材３０の表示開口部３０ｃの上縁部に沿って左右方向に延在する姿勢で第１可動体５０
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が保持されている。このとき、前記第１可動体５０を上下移動させる前記回転ギア部材１
２１が、前記作動ギア部１２３の第２切替端部１２３ｂが第１可動体５０のラック部１０
５に噛合することで、該第１可動体５０が自重で移動するのを防止している。すなわち、
実施例の第１可動体５０の荷重は、前記ラック部１０５と回転ギア部材１２１の作動ギア
部１２３との噛合により、該第１可動体５０の右端部側で支持されていることから、当該
第１可動体５０を上下移動させた際に、当該第１可動体５０の左右の端部において移動量
に僅かにズレが生ずる可能性がある。
【００６５】
　ここで、実施例では、前記第１可動体５０の左端部を案内する左ガイド部４２は、第１
可動体５０に対して連結スライダ４５が相対的に左右に傾斜可能に連結されている。この
ため、前記第１可動体５０を上下移動した際に左右の端部の移動量にズレが生じても、左
側の連結スライダ４５が第１可動体５０に対して相対的に左右に傾斜することでズレが吸
収されるから、当該第１可動体５０をスムーズに上下移動することができる。また、前記
第１駆動モータ１１５の駆動力が直接伝わる第１可動体５０の右端部を案内する右ガイド
部４１は、第１可動体５０に対して連結スライダ４５が相対的に移動不能な状態で強固に
固定されているから、上下移動する第１可動体５０の安定性を損なうことなくスムーズに
上下移動することができる。更に、前記第１可動体５０の左端部を案内する左ガイド部４
２の連結スライダ４５を第１可動体５０に対して相対的に左右に移動可能に連結して、該
左ガイド部４２の連結スライダ４５とベース体５１(第１可動体５０)との相対的な姿勢変
化の自由度を大きくしたことで、左右のガイド部４１,４２が正確に平行な状態で取り付
けられていない状態でも、第１可動体５０の下方移動時に引っ掛かり難くなって無理な負
荷が掛かることなく第１可動体５０をスムーズに上下移動させることができ、設計や製造
上の負担を軽減し得ると共に、不良品の発生を低減することが可能となる。
【００６６】
　また、前記第１可動体５０が第１位置に位置する状態では、前記回転ギア部材１２１の
回転規制突部１２６が前記ストッパ１３０の規制アーム１３０ｂに右側から当接するよう
になっているから、前記回転ギア部材１２１を第１回転方向および第２回転方向の何れの
方向にも回転させ得る。そして、前記第１可動体５０が第１位置にある状態で、前記回転
ギア部材１２１が第２回転方向へ回転するよう前記第１駆動モータ１１５が駆動すること
で、回転ギア部材１２１の作動ギア部１２３に噛合するラック部１０５が下降して第１可
動体５０が下方移動する。反対に、前記回転ギア部材１２１が第１回転方向へ回転するよ
う第１駆動モータ１１５を駆動することで、回転ギア部材１２１の作動ギア部１２３に噛
合するラック部１０５が上昇して第１可動体５０が上方移動する。このように、実施例で
は、回転ギア部材１２１の回転方向を第１回転方向および第２回転方向に変化させること
で、第１可動体５０を上下に往復移動させることができ、遊技の興趣を高めることができ
る。また、前記設置部材３０の表示開口部３０ｃの左右の開口幅より長尺に形成されて、
前記枠状装飾体２５の表示窓口２５ａを左右に横切るよう延在する第１可動体５０が上下
に移動することで、迫力のある可動演出を実行することができる。
【００６７】
　また、前記回転ギア部材１２１が第１回転方向に回転するよう前記第１駆動モータ１１
５を駆動した際に、前記第１可動体５０が第１位置を超えて上方移動すると、前記ラック
部１０５に対して作動ギア部１２３が噛み合う噛合位置に円弧状部１２４が到来して、該
作動ギア部１２３とラック部１０５との噛合が解除される。これにより、前記第１可動体
５０の下方移動の規制が解除されるから、該第１可動体５０が第１位置から自重で落下す
る。このように、実施例に係る可動演出装置４０では、前記作動ギア部１２３およびラッ
ク部１０５の噛合が解除されることで、第１可動体５０が自重により落下するようにした
から、第１可動体５０が第１位置から第２位置まで素早く移動するインパクトのある可動
演出を行うことができる。このとき、前記第１可動体５０を素早く下方移動させるために
前記第１駆動モータ１１５を駆動制御する必要がないから、該第１駆動モータ１１５の駆
動制御を簡略化でき、制御負荷や製品コストの軽減に寄与することができる。また、前記
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回転ギア部材１２１を回転させるだけで、前記作動ギア部１２３およびラック部１０５を
係合状態から係合解除状態に切り替えることができる。すなわち、前記回転ギア部材１２
１を回転させるだけで、第１可動体５０を任意に上下移動させたり、第１可動体５０を落
下させたりすることができるから、可動演出装置４０の構造を簡略化し得る。しかも、回
転ギア部材１２１を回転させる１つの第１駆動モータ１１５だけで第１可動体５０を作動
させ得るので、コストを抑えることができる。
【００６８】
　また、第１位置から落下する第１可動体５０が第２位置に近づくと、該第１可動体５０
(ベース体５１)に設けた左右の受け部５８に、前記設置部材３０に配設されたダンパ部材
３５の支持ヘッド３８が当接して、該第１可動体５０の落下衝撃を緩衝しつつ第２位置で
停止するよう構成されているから、自重により落下した第１可動体５０の損傷を効果的に
防止し得る。ここで、前記第１可動体５０の左右両端部に前記ダンパ部材３５が略同一の
タイミングで当接するようにしたから、第１可動体５０を略水平姿勢のまま安定的に停止
させることができる。また、前記ダンパ部材３５に当接する受け部５８を前記第１可動体
５０におけるベース体５１に設けたから、該ベース体５１の前側に設けた可動体装飾部６
０が破損したり、疵付いたりするのを防止することができる。更に、金属製のベース体５
１を折曲して前記受け部５８を形成すると共に、該受け部５８の折曲げ部分に凹部を設け
て剛性を高めてあるから、第１可動体５０の落下演出に伴い受け部５８が折曲げ部分を中
心として変形するのを効果的に防止することができ、第１可動体５０を落下させた際にダ
ンパ部材３５により緩衝することが可能となる。
【００６９】
　ここで、実施例の可動演出装置４０では、前記第１可動体５０の右端部側にラック部１
０５が設けられると共に、該第１可動体５０におけるラック部１０５とは反対となる左端
部側に第２駆動モータ８３が設けられている。これにより、左右に長尺な第１可動体５０
の左右の重量バランスが安定するから、ラック部１０５および作動ギア部１２３の係合が
解除された際に、第１可動体５０が傾くことなく略平行な姿勢で第１可動体５０を落下さ
せることができる。そして、前記可動体装飾部６０を略左右対称な形態で前記第１可動体
５０に設けたことで、該第１可動体５０の左右の重量バランスが安定し、第１可動体５０
を傾くことなく安定した姿勢で落下させることができる。
【００７０】
　次に、前記第２位置に落下した第１可動体５０を第１位置へ上方移動させる場合につい
て説明する。前記第１可動体５０が落下して第２位置に移動した状態では、前述のように
回転ギア部材１２１の円弧状部１２４が噛合位置に位置して、前記ラック部１０５と作動
ギア部１２３との噛合が解除されている。この状態で前記第１駆動モータ１１５を駆動し
て前記回転ギア部材１２１が第１回転方向へ回転すると、該回転ギア部材１２１における
作動ギア部１２３の第１切替端部１２３ａが噛合位置へ移動して、噛合位置に臨む前記ラ
ック部１０５の上部に作動ギア部１２３が噛合し、これにより第１可動体５０を第１位置
へ上方移動させ得るようになる。このように、実施例の可動演出装置４０では、第２位置
に落下した第１可動体５０を上方移動させることができるから、第１可動体５０を再び第
１位置まで上昇させて第１可動体５０を落下させる演出を行うことができる。そして、前
記第２位置へ落下した第１可動体５０を第１位置に復帰させる機構を別途設けることなく
、前記回転ギア部材１２１を単に第１回転方向へ回転するだけでよいから、可動演出装置
４０の構造を簡略化し得ると共にコストを抑制することができる
【００７１】
　また、前記回転ギア部材１２１を第１回転方向に回転させた際には、前記作動ギア部１
２３の第１切替端部１２３ａが噛合位置へ移動する前に、該回転ギア部材１２１に設けら
れた係止部１２５が前記ラック部１０５の係合突部１０７に下側から当接してラック部１
０５が上方へ押し上げられ、該ラック部１０５が押し上げられた状態で作動ギア部１２３
の第１切替端部１２３ａが噛合位置に移動してラック部１０５と噛合するよう構成されて
いる。すなわち、前記第１可動体５０が自重により第２位置に落下した状態では、該第１
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可動体５０が常に一定の高さ位置で停止保持されているとは限らないことから、この状態
で前記作動ギア部１２３の第１切替端部１２３ａを噛合位置に移動させてラック部１０５
に直接噛合させると、作動ギア部１２３とラック部１０５とが適切に噛み合わず両部材に
大きな負荷が掛かる可能性がある。そこで、実施例のように、前記作動ギア部１２３の第
１切替端部１２３ａが噛合位置へ移動する前に前記ラック部１０５を上方へ押し上げるこ
とで、作動ギア部１２３とラック部１０５とを常に一定の位置関係になるよう矯正するこ
とができ、当該作動ギア部１２３をラック部１０５にスムーズに噛合させることができ、
作動ギア部１２３やラック部１０５に無理な負荷が掛かるのを防止することが可能になる
。
【００７２】
　ところで、前記第１可動体５０が第２位置に位置ある状態では、前記回転ギア部材１２
１を第２回転方向に回転させて作動ギア部１２３の第２切替端部１２３ｂが噛合位置に移
動してラック部１０５に噛合すると、該ラック部１０５が移動不能な下方へ押し下げられ
ることになる。そこで、実施例では、前記回転ギア部材１２１を第２回転方向に回転させ
た際には、前記作動ギア部１２３の第２切替端部１２３ｂが噛合位置に移動する前に、該
回転ギア部材１２１に設けた回転規制突部１２６が前記ストッパ１３０の規制アーム１３
０ｂに当接して回転ギア部材１２１の第２回転方向への回転を阻止するよう構成してある
から、第２位置にある第１可動体５０のラック部１０５に作動ギア部１２３の第２切替端
部１２３ｂが噛合することはなく、第１可動体５０やラック部１０５が破損するのを防止
することができる。
【００７３】
　次に、第２可動体７５,７７による可動演出および発光演出を行う場合について説明す
る。前記第２駆動モータ８３を駆動すると、左側の第２可動体７５が回転軸６４と一体的
に回転し、該回転軸６４の回転に伴って右側の第２可動体７７が回転する。このように、
実施例では、左右の第２可動体７５,７７を１つの回転軸６４で連結して一体的に回転す
るよう構成したことで、該左右の第２可動体７５,７７を１つの駆動源で回転させること
ができ、部品点数が少なくなってコストを抑制することができる。そして、前記第１可動
体５０を上下移動させるタイミングや、第１可動体５０を第１位置から落下させるタイミ
ングに合わせて左右の第２可動体７５,７７を回転させることで、第１可動体５０および
第２可動体７５,７７による多彩な可動演出を提供し得るから、遊技の興趣を更に高める
ことができる。
【００７４】
　また、前記左右の第２可動体７５,７７に挿入された第１ＬＥＤ基板６５の左発光領域
および右発光領域を発光すると、両発光領域から光が前方に照射されて、左右の第２可動
体７５,７７が内側から明輝される。これにより、左右の第２可動体７５,７７の回転によ
る動作演出と、該第２可動体７５,７７の発光による発光演出とを組み合わせた多彩な演
出が可能となる。このとき、前記第１ＬＥＤ基板６５は、前記左右の第２可動体７５,７
７を支持する第２設置部６３(基体部６１)を覆うように配設されて、該第２設置部６３の
周りを第２可動体７５,７７が回転するよう構成されているから、第１ＬＥＤ基板６５が
第２可動体７５,７７と共に回転することはなく、第１ＬＥＤ基板６５に接続される配線
９８やフラットケーブル９７が絡まることはない。
【００７５】
(変更例)
　なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。
(１)　実施例では、第２駆動モータ(第２の駆動手段)の駆動により第２可動体を回転させ
る構成とした。しかしながら、必ずしも第２可動体を第２駆動モータで回転させる必要は
なく、第２可動体が第１可動体の上下移動に連動して回転する構成としてもよい。例えば
、図２２に示すように、前記設置部材や遊技盤の後面に上下に延在する第２のラック部１
５０を設けて、左側の第２可動体７５に設けたギア部７６に対して第２のラック部１５０
が噛合するよう構成すれば、第２駆動モータを設けることなく第１可動体５０の上下移動
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に連動して第２可動体７５,７７を回転させることができる。これにより、第２駆動モー
タが不要となるから、部品点数が少なくなってコストを抑えることが可能となる。しかも
、第１可動体５０の移動に伴ってギア部７６が回転する構成とすることで、第１可動体５
０の移動速度に応じて第２可動体７５,７７の回転速度を変化させることができる。従っ
て、例えば第１可動体５０が落下する場合には、第２駆動モータを設けることなく第２可
動体７５,７７を高速で回転させることができ、インパクトのある可動演出を行うことが
できる。なお、図２２中において実施例と同一の構成には同一の符号を付してある。
(２)　実施例では、切替手段としての回転ギア部材に第２係合手段としての作動ギア部を
形成して、回転ギア部材が回転することで、第１係合手段(ラック部)および第２係合手段
の係合状態が切り替わる構成とした。第１係合手段および第２係合手段の係合状態を切り
替える切替手段としては、このような構成に限られるものではなく、例えば、切替手段と
しての回転ギア部材を軸方向や第１係合手段(ラック部)に対し近接・離間する方向に移動
させる機構を別途設けて、回転ギア部材(作動ギア部)を第１係合手段に噛合する位置と第
１係合手段との噛合が解除される位置とに変位させるようにしてもよい。この場合、作動
ギア部は、回転ギア部材の全周に亘って形成してもよい。
(３)　実施例では、第１可動体は自重で直線的に下方移動する構成としたが、第１可動体
が自重で移動する構成であれば、例えば、第１可動体が自重で斜め下方へ移動したり、第
１可動体が曲線的に移動してもよい。また、第１可動体の一端側を軸支して、第１可動体
が自重で回動する構成を採用することも可能である。何れの場合も、ガイド部は、第１可
動体の移動軌跡に沿って延在して、第１可動体の移動を案内するよう構成される。
(４)　実施例では、左側の連結スライダ(第２ガイド)と第１可動体との連結部が左右に移
動可能に構成したが、左右何れの第２ガイドも第１可動体に対し左右に移動可能に構成し
てもよい。また、実施例では、第１可動体の右縁部側にラック部を設けたが、第１可動体
の左縁部側にラック部を設けてもよい。
(５)　実施例では、ガイド部として所謂ボール軸受構造を採用したが、ガイド部の構成と
しては、上下に延在する第１ガイドに沿って第２ガイドが移動する構成であれば、他の構
成を採用することができる。
(６)　実施例では、回転ギア部材の作動ギア部の一部に円弧状凹部を形成することで作動
ギア部を形成して、作動ギア部および連繋ギア部を一体的に形成したが、作動ギア部およ
び連繋ギア部を軸方向に離間して形成したり、作動ギア部および連繋ギア部を夫々異なる
部材に形成してもよい。
(７)　実施例では、当接手段(受け部)を第１可動体に設けると共に、衝撃吸収手段(ダン
パ部材)を固定部材(設置部材)に設けた構成としたが、当接手段を固定部材に衝撃吸収手
段を第１可動体に夫々設けてもよい。また、実施例では、衝撃吸収手段を固定部材として
の設置部材に設置したが、固定部材としては、第１可動体が相対移動するものであればよ
く、例えば、遊技盤の後面や可動演出装置の他の部材を固定部材とすることができる。更
に、実施例では、衝撃吸収手段としてダンパ部材を採用したが、衝撃吸収手段としては、
第１可動体の衝撃を吸収し得るものであればよく、例えば、各種バネやゴム等の弾性力に
より第１可動体の衝撃を吸収する構成を採用することができる。なお、当接手段および衝
撃吸収手段の数は、実施例のものに限られず、任意の数の当接手段および衝撃吸収手段を
設けることができる。また、当接手段および衝撃吸収手段を省略することも可能である。
(８)　実施例では、回転する第２可動体を第２可動体として採用したが、第２可動体は必
ずしも回転する必要はなく、第２可動体が第１可動体に対して相対的に直線移動したり、
揺動したりするようにしてもよい。また、第２可動体は、１つであっても、３つ以上であ
ってもよい。
(９)　実施例および変更例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに
限られるものではなく、アレンジボール機やピンボール機等の従来公知の各種遊技機を採
用し得る。
【符号の説明】
【００７６】
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　３５　ダンパ部材(衝撃吸収手段)
　４０　可動演出装置
　４１　右ガイド部(ガイド部)
　４２　左ガイド部(ガイド部)
　４３　固定レール部(第１ガイド)
　４５　連結スライダ(第２ガイド)
　５０　第１可動体(可動体)
　５１　ベース体
　５８　受け部(当接手段)
　６０　可動体装飾部(装飾部)
　１０５　ラック部(第１係合手段)
　１２１　回転ギア部材(切替手段)
　１２３　作動ギア部(第２係合手段)

【図１】 【図２】
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